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す

で

に
、

わ

た

く

し

は

、

『
ヘ
ル

メ
ス
』

誌

(
第

七
巻

、

パ

リ
、

一
九

七

〇

年

、

六

一
ペ

ー
ジ

か
ら

八
〇

ペ

ー
ジ

)

に

お

い
て

、

臨

済

を

歴

史

的

、

宗

教

的

、

哲

学

的

、

か

つ
文

学

的

に
描

写

し

た

。

彼

は

、

生

ま

れ

故

郷

、

中

国

河

北

で
、

八

六

六

年

、

も

し

く

は

八

六

七

年

に
没

し

た

が

、

唐
代

(
六

一
八

年

か
ら

九

〇

九

年

ま

で

)

末

期

に

か
け

て

、

極

め

て

特

異

な

形
態

を

と

っ
た

、

チ

ャ

ン

(
サ

ン
ス

ク

リ

ッ
ト
語

で

、

デ

ィ
ヤ

ナ
、

漢

語

で

、

ゼ

ン
)

と

呼

ば

れ

る

仏

教

宗

派

の
偉

大

な

人
物

の
ひ

と

り

で

あ

る

。

こ

こ

で

は

、
彼

の
対

話

録

(
『
臨

済

語

録

』
、

簡

略

化

し

て

、

『
臨

済

録

』
)

の

テ
キ

ス

ト
に

つ
い
て

、

ま

た

わ

た

く

し

が

、

ど

の
よ

う

な

仕
方

で

、
翻

訳

を

考

え

、

註

釈

を

付

し

た

か
に

つ

い
て

、
若

干

の
但
書

を
記

し

た

い
。

唐

代

の
中

国

は

、

す

べ

て

仏

教

に

か

か
わ

っ
て

い
た

。

八

世

紀

中

頃

(
七

五

五
年

か
ら

七

六

二
年

に

か
け

て

)
、

王

朝

を
揺

り
動

か
し
、
対
外
関
係
を
危
く
し
た
、
安
史
の
乱

の
頃
ま
で
、
中
国
仏

教
徒
が
、
と
り
わ
け
注
意
の
目
を
向
け
て
い
た
の
は
、
イ
ソ
ド
、

セ
リ
ン
ド
に
対
し
て
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
や

っ
て
来
る
布
教
師
や
、

「
法
を
求
め
て
」
そ
こ
に
赴
く
行
脚
の
僧
ら
に
対
し
て
で
あ
る
。

当
時
、
仏
教
は
、
い
く

つ
か
の
大
都
に
、
セ
ン
タ
ー
を
も

っ
て
お

り
、
そ
こ
で
は
、
選
ば
れ
た
人
々
が
、
イ
ン
ド
流
の
ス
コ
ラ
学
を

研
修
し
て
お
り
、
潤
沢
な
喜
捨
の
横
温
を
生
み
出
す
よ
う
な
勤
行

に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
た
。
九
世
紀
に
な
る
や
、
王
朝
の
社
会
的
、

経
済
的
、
知
的
生
活
を
揺
る
が
す
危
機

の
真

只
中
で
、
仏
教
は
次

第
と
中
国
化
さ
れ
て
行

っ
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
禅
で
あ

っ

た
。
臨
済
や
彼
の
弟
子
達
の
精
神
上
の

「祖

父
」、

馬
祖

(
七
〇

九
年
か
ら
七
八
八
年
ま
で
)
以
来
、
禅
は
典
型
的
な
風
貌
を
備
え

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
燈
原
の
火

の
如
く
、
中
国
全
土

に
広
ま

っ
て
行

っ
た
。
広
大
な
国
の
内
で
さ
え
、
州
か
ら
州

へ
と
、
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僧
院

か
ら
僧
院

へ
と
、
諸
宗
派
の
す
ぐ
れ
た
禅
者
を
求
め
て
修
行

僧
を
行
脚
さ
せ
る
動
き
が
全
面
的
に
引
起
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
時

期

か
ら
で
あ
る
。
禅
者
達

の
教
え
、
言
葉
、
行
実
は
、
す
み
や
か

に
教
団
か
ら
教
団

へ
と
伝
え
ら
れ
、
彼
ら
の
中
に
は
、
臨
済
が
述

べ
た
よ
う
に

(
本
文
第
二
〇

a
)、
「
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
に
ふ

さ
わ
し

い
禅
者
」
と
し
て
、

汎
中
国
的
な

名
声
を

博
す

者
が

い

た
。
臨
済
自
身
、
中
国
南
西
部
、
洪
州

の
地
に
あ

っ
た
二
人
の
禅

者

の
傍
に
腰
を
据
え
、
彼
ら
に
自
己
形
成
を
負
う
ま
で
は
、
青
年

時
代
を
行
脚
の
中
で
送

っ
て
い
る
。
彼
が
、
生
れ
故
郷
、
河
北
に

帰
り
、
今
度
は
教
え
る
側
に
廻
る
や
、
中
国
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
か

ら

、
人

々
が
教
え
を
乞
い
に
や

っ
て
来
る
。
人
々
が
、
教
典
を
編

む
た
め
に
、
禅
者
達
の
言
説
を
記
録
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
お
い
て
で
あ
る
。
記
録
は
、
出
来
る
か

ぎ

り
字
義
通
り
を
肝
要
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
宗
派
は
死

語

に
対
し
て
抵
抗
を
示
し
、

「
ペ
ド
ル
」
に
お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス

の
よ
う
に
、

生
き
た
言
葉
し
か
認
め
て

い
な
か

っ
た

か
ら
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、

ロ
ー
マ
語
が
中
世
ラ
テ
γ
語
か
ら
、
イ
ソ
ド
の

俗
語

が
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
異
な
る
よ
う
に
、
書
言
葉
と
異

な
る
中
国
俗
語
で
記
す
と
い
う
、
文
学
史
上
の
重
要
な
事
実
が
生

れ
た
。
臨
済
に
お
け
る
、
極
め
て
独
特
な
言
廻
し
や
挑
戦
的
な
卑

俗
な
語
法
も
、
ま
た
そ
こ
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
臨
済

と
同
時
代

の
禅
者
達
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
語

法
は
、
残
念
な
こ
と
に
、
話
言
葉
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
理
解
力

の
不
足
か
ら
、
今
だ
十
分
に
把
え
ら
れ
て
い
な
い

(
唐
代

の
話
言

葉
は
、
今
日
中
国
や
日
本
の
言
語
学
者
ら
の
手
に
よ

っ
て
、
詳
細

に
調
査
さ
れ
、
解
読
さ
れ
つ
つ
あ
る
)
。

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、

唐

末

の
特
徴
で
あ
る
文
化
の
通
俗
化
と
い
う

一
般
的
な
プ

ロ
セ
ス
に

嵌
ま

っ
て
い
る
。

禅
特
有

の
箴
言
を
は
じ
め
て
記
録
に
残
し
た
の
は
、
洪
州
に
住

し
た
馬
祖
の

一
派
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
証
明
の
手
懸

が
あ
る

(
柳
田
聖
山
著

『禅
宗
語
録
の
形
成

』
イ
ソ
ド
仏
教
学
研

究

第

一
八

巻

、

一
九

六
九

年

、

三
九

ペ

ー

ジ
ー

四

八

ペ

ー

ジ
)

と
は
い
え
、

そ
の
証
拠
と
な
る

原
本
は
、

何
ら
残
さ
れ
て

い
な

い
。
臨
済
の
語
録
は
、
弟
子
の
ひ
と
り
、
三
聖
恵
然
の
手
で
編
纂

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
編
者
を
断
定
す
る
こ
と
は
、
手
間
の

か
か
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
根
拠
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
、

編
者
が
誰
で
あ

っ
た
に
し
ろ
、
こ
の
最
初
の
編
纂
に
関
す
る
こ
と

は
、
何
も
残

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
敦
焼

の
石
窟
は
、
こ
の
原

本
は
い
う
ま
で
な
く
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀

に
か
け
て
の
他
の
語

録
集
の
原
本
を
も
残
し
て
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
当
時
、
中

央
ア
ジ
ア
に
ほ
ど
近

い
こ
の
遠
隔
の
地
と
、

い
わ
ゆ
る
中
国
と
の

関
係
は
稀
薄
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐
末
に
中
国
を
訪

れ
た
日
本
人
留
学
僧
も
ま
た
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る

(禅
は
、
そ
れ
を
外
国
人
が
わ
が
物
と
す
る
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に

は

、
余

り

に
徹

底

し

て
中

国

的

で
あ

っ
た

。
従

っ
て

日

本

へ
の

禅

の
導

入

は

、

さ
ら

に
遅

れ

て

十

二

世

紀

で

な

け

れ
ば

な

ら

な

か

っ
た

)
。

書

写

の
伝

統

に
打

撃

を

与

え

た

印
刷

術

の
普

及
を

待

っ
て

は
じ

め

て

、

今

日

わ

れ
わ

れ

に
伝

え

ら

れ

る
版

本

が
現

れ

た
。

そ

れ

は

程

度

の
差

こ
そ

あ

れ

、
遅

々
た

る
翻

刻

を

通

じ

て

で
あ

っ
た

。

翻

刻

は

、

ま

ず

何

よ

り

も
唐

代

の
禅

者

達

の
略

述

、

と

り

わ
け

伝

記

的

性

格

を

も

つ
略

述

の
集

録

で
あ

っ
た

が

、
そ

こ

に
は

彼

ら

の
若

干

の
語

録

が
引

用

さ

れ

て

い
る
。

臨

済

に
関

す

る
も

の
は

、

『
祖

堂

集

』

(
日
。。o
q
吉
、き

σQ

ひ
。。一
九

五

二
年

、

十

三
世

紀

に
朝

鮮

で
印

刷

さ

れ

た
も

の
で

あ

る

。

わ

た
く

し

は

『
通

報

』

第

五

六

巻

、

ラ

イ
デ

ン
、

一
九

七
〇

年

、

二

七
九

ペ

ー
ジ

ニ
八

六

ペ

ー
ジ

に

お

い

て
臨

済

に
関

す

る
略

述

を

仏

訳

し

た

)
、
『
宗
鏡

録

』
(
日
。。
o
昌
σq
舜
ぎ

αq

δ
=

九

六

「
年

)
、

『
宋

高

僧

伝

』

(
ω
o
昌
σq

犀
8

あ
o
昌
σq

言
ぴ
o
轟

ロ

九

八

八
年

)
、

『
景

徳

伝

灯

録

』

(
囚

貯
σQ
み
α

言
げ
、o
g
9
巨
窪

σq

δ
蝿

一
〇

〇

四
年

、

臨

済

に
関

す

る

略

述

が

O
ゲ
鋤
昌
αq

O
げ
二
昌
αq
団
⊆
9
昌

の
手

で

『
伝

灯

録

選

、

中

国

仏

教

の
根

源

的

教

え

』

と

し

て
英

訳

さ

れ

た

。

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

、

一
九

六

九

年

、

一

一
六

ペ

ー

ジ

ー

=

一五
ペ
ー
ジ
)
の
中
に
あ
る
。

十

}
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
の
語

録
集

の
編
纂
が
始
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
経
済
的
文
化
的
生
活
の
中

心
地
と
な

っ
た
中
国
南
部
で
印
刷
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
、
臨
済
の

生

国

、

河
北

は
野

蛮

な
侵

略

と
軍

事

的

衝

突

に
悩

ま

さ

れ

て

い
た

か
ら

で

あ

る
。

こ

の
新

し

い
編

纂

は
、

現

在

の
福

建

省

に

あ

っ
た

民

間

の
木

版

印

刷

か
ら

生

れ
た

も

の

で
あ

る

が

、

そ

れ

は

編

纂

者

ら

の
手

で

、
時

代

の
好

み

に
合

せ

て
遠

慮

の
な

い
加
筆

、

訂

正

が

行

な

わ

れ

て
成

っ
た
も

の

で
あ

る

。

臨

済

語

録

の
場

合

は

、

『
古

尊

宿

語

要

』

(
内
o
嵩

富
自

o
穿
。。o
g

団
午

饗

o
)

と

題

さ

れ

た
集

の

中

に

あ

る

が

、

こ

の
原

版

は

一

=

一二

年

頃

に

印

刷

さ

れ

た

が

、

現

存

し

て

は

い
な

い
。

わ

れ
わ

れ

の
手

元

に

は

、

一
二

三

八
年

に

出
版

さ

れ

た
続

編

(
『
続

刊

古

尊

宿

語

要

』

o。
ピ

犀
O
g

け。・
o
q
。
守

。・
〇
二

峯

-覧

o
)

と

=

一
六

七
年

の
増

補

改
訂

版

(
目
。
『
、○
⇒
σQ
舜
.o

犀
o
q

房
o
輻
o
穿

。。o
⊆

団
午
δ
自
)

し

か
残

っ
て

い
な

い
。

ま

た

、

『
天

聖

広

灯

録

』

(
目
、δ
p
ゐ
げ
窪

σq

犀
o
g
き

σq

什窪

σq
-一〇
g

一
〇

三

六

年

に
出

版

さ

れ

た

が

、

一

一
七

二
年

の
宋

版

が
現

存

)

と

『
四
家

語

録

』

(
o。
8
午

匹
9

団
口
占
o
自

十

一
世

紀

の
も

の

で
あ

る

が

、

ひ

ょ

っ
と

し

た

ら

一
〇

三

六
年

以
前

の
も

の

か
も

し

れ
な

い
。

一
六

〇

七

年

の
明

版

の
み

現
存

)

は

、
臨

済

語

録

の
校

訂

を

含

ん

で

い

る
。し

か
し

な

が

ら

、

そ

れ

ら

の
語

録

か
ら

独

立
し

た
、

完

全

で
最

古

の
校

訂

本

は

、

(
ク

ロ
ー
デ

ル
で
有

名

な

)

福

州

の
近

く

に

あ

っ
た

壮

麗

な

僧

院

、

鼓

山

犀
o
午
o
げ
き

の
僧

の
手

で
、

一

一
二
〇

年

に

「
重
開

」
言
ゲ
、8

σq
涛

、鉱

さ

れ

た

も

の
で

あ

る

。

円

覚

宗

演

と

呼

ば

れ

て

こ

の
僧

は

「
句

読

を

切

っ
て
」
、

テ
キ

ス
ト

を

「
校
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訂
L
口
①守
匹
窪

し
た
。
臨
済
録
を
五
部

(上
堂
、

示
衆
、
勘
弁
、

行
録
、
伝
記
)
に
分
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
彼
に
よ

る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
年
代
記
に
対
す
る
誤
を
犯
し
、
し
か

も
繰
返
を
伴
わ
な
け
れ
ば
う
ま
く
行
か
な
い
と
い
う
、
不
手
際
で

任
意
の
区
分
で
あ

っ
た
。

こ
の

「
重
開
本
」

の
正
式
な

表
題
は

「
鎮
州
臨
済
恵
照
禅
師
語
録
」
目
oげ
①導
oげ
8
自
ピ
営
含
一
=
o
o
①一,

言
げ
9
0
8
げ
.9
口
ゐ
げ
o
団
⊆
占
o
信
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
は
、
臨
済
録

全
段
を
四
字
四
句
宛
で
手
際
よ
く
ま
と
め
た
、
当
時
の
高
官
、
馬

防

に
よ
る
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
後
世
の
翻
刻
版

に
よ

っ
て
し
か
知
り
え
な
い
宗
演
本
の
内
容
を
段
落
ご
と
に
照
合

さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

こ
の
内
容
が

一
一
二
〇
年
の

「
重
開
本
」
に
す
べ
て
も
と
ず
く
今
日
の
流
布
本
の
内
容
に
ほ
ぼ

似
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

「
重
開
本
」
が
依
拠
し
た

底
本
に
関
し
て
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
天
聖
録
、
も
し
く
は
他
の
出

典
、
と
り
わ
け

伝
灯
録
に

よ
り
な
が
ら

資
料

の
配
列
が

異
な
る

『
四
家
語
録
』
が
か
か
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
宗
演
や
彼

の

先
人
達
が
自
由
に
な
る
古
文
献
に
ど
の
程
度
加
筆
訂
正
し
た
か
は

分

ら
な

い
。
宋
代

(
九
六
〇
年
-

一
二
八
〇
年
)
以
前

の
も
の

と
す
る
に
は
、
余
り
に
文
学
的
で
ス
コ
ラ
的
性
格
を
帯
び
た
段
が

ひ
と
か
た
な
ら
ず
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
宋
代
と
は
、
古
く
か
ら
の

唐
代
禅
が
文
人
達
の
影
響
の
も
と
に
変
容
し
、
そ
れ
ま
で
い
か
な

る

ス
コ
ラ
的
な
も
の
に
も
反
対
し
て
い
た
唐
代
禅
が
時
に
ほ
と
ん

ど
ス
コ
ラ
的
な
表
現
を
と
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

(禅
が

日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
宋
代
の
こ
の

「
文
人
」
的
側
面
に
お

い
て
に
ち
が
い
な

い
)。

そ
の
上
、

一
一
二
〇
年
の

「
重
開
本
」

は
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
な
さ
れ
た
新
し
い
翻
刻

版
を
通
じ
て
し
か
、
も
は
や
今
日
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

三
二
〇
年
の
奥
付
を
も
つ
最
も
古
い
日
本
版
は
、

一
二
九
六
年

の

中
国
版
に
も
と
つ

い
て
い
る
。

結
局
、
そ
の
よ
う
な
加
筆
訂
正
や
捏
造
の
可
能
性
は
あ
る
と
し

て
も
、
今
日
臨
済
録
が
読
ま
れ
る
よ
う
に
、

テ
キ
ス
ト
上
の
伝
承

は
、
極
端
に
特
異
な
言
語

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
十
分
に
し

っ
か
り

と
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
十
分
な
研
究
資
料
が
整
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
わ
た
く
し
は
様

々
の
出
典
が
提
示

す
る
主
な
辞
句

の
相
違
点
を

い
く

つ
か
註
に
記
し
て
お

い
た
。
わ

た
く
し
は
日
本
で

大
正
期
に

編
纂
さ
れ
た

中
国
語
の
仏
教
経
典

(『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

四
七
巻
、

一
九
八
五
番
、

東
京
、

一
九

二
八
年
、

こ
れ
に
は
四
つ
の

日
中
版
の
相
違
点
が

記
さ
れ
て

い

る
)

に
従

っ
た
が
、

柳
田
聖
山
の
手
に
な
る

日
本
語
の
註
釈
版

(『
訓
註
臨
済
録
』

京
都
、

其
中
堂
、

一
九
六

一
年
)
に
挿
入
さ

れ
た
校
訂
箇
所
を
考
慮
に
入
れ
た
。
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
柳
田

の
採

っ
た
段
落
化
に
は
従
わ
な
か
っ
た
。
わ
た
く
し
は
翻
訳
の
各

段
の
後
に
、
大
正
版

(記
号
T
)
の
頁
と
頁

の
部
分

(
a
、
b
、

c
)
と
行
を
、
柳
田
版

(記
号
Y
)
の
頁
と
行
と
段
を
記
し
、
最
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後
に
日
本
で
比
較
的
入
手
し
や
す

い
他
の
二
版
、
朝
比
奈
宗
源
の

版

(
記
号
A
)
の
頁
と
行
を
記
し
た
。
こ
の
版
は
、
日
本
の

「
レ

ク
ラ
ム
文
庫
」
の

一
種
で
あ
る

「
岩
波
文
庫
」
の

一
冊
で
あ
り
、

「
A
l
」
は
第

一
版

(
一
二
〇
二
番
、
東
京
、

一
九
三
五
年
、
し

ば
し
ば
重
刷
さ
れ
た
)
で
あ
り
、

「
A
2
」
は
第
二
版

(
一
二
〇

二
ー

一
二
〇

二

a
、

一
九

六

六
年

)

を

さ

し

て

い
る
。

臨
済

は
分
り
や
す

い
著
者
で
は
な
い
。
そ
れ
で
彼
は
こ
れ
ま
で

西
欧
の
翻
訳
者
を
尻
込
み
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
鈴
木
大
拙
は
、

手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
厄
介
さ
の
少
な
い
も
の
の
中
か
ら

い

く
つ
か
の
断
章
を
厳
選
し
、
そ
れ
ら
を
英
訳
し
た

(『
禅
学
論
集
』

第

一
巻
ー

第

三
巻

、

ロ
ン
ド

ン
、

↓
九

二

七
年

ー

一
九

三

四
年

、

『
禅

仏

教

徒

の
修

行

』
京

都

一
九

三

四
年

、

『
禅

の
研

究

』

ロ

ン

ド

ソ
、

一
九

五

五
年

、

そ

の
他

)
。

ま

た

チ

ャ
ー

ル
ズ

・
ラ

ッ
ク

(

『
禅

と
禅

の
教

え

』
第

二
集

、

ロ

ン
ド

ン
、

一
九

六

一
年

、

八

四

ペ

ー

ジ
i

=

一
六

ペ

ー
ジ

、

極

め
て

個

性

的

な

註

釈

を

伴

っ

、

て
い
る
)
や
ジ

ョ
ン
・
C

・
H

・
ウ
の

『
禅
の
黄
金
時
代
』

(台

北
、

一
九
六
七
年
)
や

そ
の
他
の
人

々
の
手
に
な
る

英
訳
が
あ

る
。
入
念
な
註
釈
付
の
英
語
完
訳
書
が
京
都
で
準
備
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は

お
そ
ら
く
決
定
版
に
近
い
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
試
み
は
、

ニ

ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
建
て
ら
れ
た
禅
堂
の
師
家
、
佐
々

木
指
月

に
よ

っ
て

嗣
九
三
〇
年
代
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

彼

の
死
後

(
一
九
四
五
年
)
、
未
亡
人
と
な

っ
て
京
都
に
在

住

し

た

ア

メ
リ

カ

の
富

豪

家

、

ル

ー

ス

・
F

・
佐

々
木

夫

人

(
彼

女

に

つ

い
て

は

『
通

報

』

第

五

六

巻

、

一
九

七
〇

年

、

二
九

〇

ペ

ー
ジ
ー

二
九
二
ペ
ー
ジ
を
見
よ
)
は
、
日
本

で
最
も
権
威
の
あ

る
専
門
家
、
と
り
わ
け
柳
田
聖
山
と
入
矢
義
高

(
今
日
唐
、
宋
代

の
俗
語
に
最
も
精
通
し
て
い
る
)
や
日
本
在
留

の
ア
メ
リ
カ
人
東

洋
学
者
、

フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ヤ
ン
ポ
ル
ス
キ
ー
や
バ
ー
ト
ン
・
ワ
ト

ソ
ン
ら
の
協
力
の
も
と
に
、
再
び
翻
訳
計
画
に
着
手
し
た
。
こ
の

翻
訳
の
練
上
げ
は
、
二
つ
の
禅
研
究
教
育

の
専
門
機
関
、
京
都
の

花
園
大
学
、
東
京
の
駒
沢
大
学
に
お
け
る
と
同
様
、
京
都
大
学
に

お
い
て
も
、
日
本
で
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
共
同
研

究

の
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
か
ら
臨

済
録
に
関
す
る

一
連

の
す
ぐ
れ
た
論
文
が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
大
部
分
は
、

花
園
大
学
が

出
版
し
て
い
る

雑
誌

『禅
学
研

究
』
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
内
主
要
な
も
の
は
、
当
大
学
の
教
授
で

あ
る
柳
田
聖
山
に
負

っ
て
い
る
。
翻
訳
そ
の
も
の
に
関
し
て
い
え

ば
、

一
九
六
七
年
十
月
、
不
意
に
訪
れ
た
F

・
佐
々
木
夫
人
の
死

に
よ

っ
て
出
版
は
中
断
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
当
時

、
彼
女
は
中
国

語
の
書
体
を
自
由
に
使

い
こ
な
せ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
印
刷
業
者
と
ほ

ぼ
折
合
い
が
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
以
来
、
日
本
の
友

人
達
は
英
訳
と
特
に
そ
の
序
文
及
び
註
釈
に

再
び

着
手
し
た
。

ー

土
曜
の
夜
ひ
と
つ
の
解
決
を
見
出
し
て
も
、
月
曜
の
朝
に
は

も
う
そ
れ
を
望
ま
な

い
…

な
ん
と
彼
ら
の
気
持
が
分
る
こ
と



『臨済の対話録』仏訳版序文66

か
1
そ
れ
に
し
て
も
わ
た
く
し
は
、
な
ん
と
た
め
ら
い
つ
つ
も
、

彼
ら

の
二
番
煎
に
し
か
な
ら
な
い
よ
う
な
わ
た
く
し
の
翻
訳
の
出

版
を
次
の
年
に
決
意
で
き
た
こ
と
か
。
。
F

・
佐
々
木
夫
人
を
訪

問
し
た
際
に
、
わ
た
く
し
の
見
た
彼
ら
の
翻
訳
は
数
ぺ
ー
ジ
に
す

ぎ
な
か

っ
た
。
彼
女
が
文
書
研
究
班
に
作
成
さ
せ
た
分
類
力
ー
ド

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
宗
派
に
関
す
る
研
究
を
刷
新
さ
せ
る

は
ず

の
禅
学
大
辞
典
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
駒
沢
大
学
の
分
類

力
ー
ド
に
も
わ
た
く
し
は
接
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
す
べ
て
が

・

暗
示
、
言
外
に
含
ま
れ
る
意
味
、
短
絡
、
思
い
つ
き
に
続
く

一
足

飛
、
行
き
場
に
困
ら
せ
る
盗
意
ば
か
り
の
あ
の
テ
キ
ス
ト
に
何
か

を
理
解
す
る
に
は
、
お
そ
ら
く

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
カ
ー

ド
を
使
う
以
外
は
な

い
の
で
あ
る

…

西
欧
の
翻
訳
と
は
反
対
に
、
臨
済
録
の
日
本
語
訳
は
無
数
に
あ

る
。
そ
れ
ら
は
長

い
間

一
語

一
語
の
解
説
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、

中
国
語
の
テ
キ
ス
ト
を
日
本
風
に
組
替
え
、
句
読
が
切
ら
れ
、
論

議
の
余
地
の
あ
る
大
雑
把
な
註
釈
が
付
さ
れ
て
い
た
。
近
年
、
と

く
に
第
二
次
大
戦
後
、
日
本
的
方
法
論
が
す
べ
て
刷
新
さ
れ
、
こ

う
い

っ
た
手
引
書
は
明
解
で
正
確
な
解
釈
の
試
み
に
と

っ
て
替
わ

ら
れ
た
。
そ
の
試
み
と
は
中
国
語
の
原
典
の
よ
う
に
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
通
俗
的
文
体
を
用

い
て
日
本
語
で
現
代
口
語
訳
を
行
う
こ

と
で
あ

っ
た
。
わ
た
く
し
は

い
く

つ
か
の
翻
訳
を
参
照
し
た
。
す

な
わ
ち
、

釈
宗
活

の
訳

(
『講
話
』
東
京
、

一
九
二
四
年
、

一
九

四

一
年
に
再
版
)
、
足
利
紫
山
の
訳

(『提
唱
』
東
京
、

一
九
五
四

年
)
、
陸
川
堆
雲

の
訳

(『
詳
解
』

一
九
五
九
年
、
長
野
県
の
岡
谷
、

著
者
は
居
士
で
す
で
に

一
九
四
九
年
に
東
京
で
大
著

『臨
済
及
び

臨
済
録
の
研
究
』
を
公
刊
し
た
。
こ
こ
で
彼

は
や
や
ぎ
こ
ち
な
い

が
伝
統
的
な
立
場
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る
)
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
朝
比
奈
宗
源
の
訳
は
日
本
で
広
く
流
布
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
ま
ず
最
初

一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
後

一
九
六
六
年

に
相
当
自
由
な
口
語
訳
で
手
直
し
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、

註
釈
は
深
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
解
釈
は
表
面
的
で
あ
る
の
で
、
わ

た
く
し
は
む
し
ろ
失
望
を
感
じ
た
。
最
も
す
ぐ
れ
た
日
本
語
訳
は

紛
れ
も
な
く
柳
田
聖
山
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
六

一
年
に

京
都
で
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
語
の
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
と
第

一
級
の
紹
介
と
徹
底
し
た
註
釈
と
わ
た
く
し
に
と

っ
て
最
も
有
益

で
あ

っ
た
余
す
と
こ
ろ
の
な
い
索
引
を
伴

っ
て
い
る
。
こ
の
す
ぐ

れ
た
労
作
が
な
け
れ
ば
、
わ
た
く
し
の
翻
訳

は
決
し
て
日
の
目
を

見
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

否
、

試
み
さ
え

し
な
か

っ
た

で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
わ
た
く
し
は
彼
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ

る

。

(
『
通

報

』

第

五

六

巻

、

七

七

ペ

ー

ジ

ー

八
九

ペ

ー

ジ

、

一
九
七
〇
年
の
中
に
、
唐
代
禅
の
歴
史
的
源
泉
に
関
す
る
最
近
の

彼
の
分
析
が
見
え
る
)。

わ
た
く
し
の
註
釈

の
大
部
分
は
彼
に
負

っ
て

い
る
。

わ
た
く
し
は
ま
た
徳
川
時
代
の
二
人
の
碩

学
の
注
釈
、

一
六
九
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六
年

の
耕
雲
子
の
も
の

(『
摘
葉
』

一
六
九
八
年
に

上
梓
さ
れ
た

が
わ
ず
か
し
か
現
存
し
て
い
な

い
)
と
無
著
道
忠
の
も
の

(
}
七

二
六
年
の

『
疏
濡
』
未
刊
の
ま
ま
で
あ
る
)
を
参
照
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
中
国
と
同
様
日
本
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
の
批
判
的
研
究
が

敬
慶
な
解
釈
学
を
凌
駕
す
る
時
期
に
、
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
が
衆
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
わ
た
く
し
は
、

東
京

の
大
正
大
学

(耕
雲
子
、
三
二
〇
の
ス
テ
ロ
版
)
と
京
都
の

花
園
大
学

(無
著
道
忠
、
二
五
五
の
ス
テ
ロ
版
)
が
親
切
に
も
入

手
し
て
く
れ
た
写
真

コ
ピ
ー
を
通
じ
て
そ
れ
ら
に
接
し
た
に
す
ぎ

な

い
。
注
目
に
値
す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
無
著
道
忠
は
、

一
六

五
三
年
か
ら

一
七
四
五
年
二
月
ま
で
を

(
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に

一
七
四
四
年
で
は
な
い
)
学
僧
と
し
て
京
都
に
生
き
、
そ

の
間
に
ほ
と
ん
ど
原
稿
の
ま
ま
で
彪
大
な
著
作
を
残
し
た
。
す
な

わ
ち
、
二
五
〇
以
上
の
著
書
で
ほ
ぼ
九
〇
〇
巻
に
近

い
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
内
今
日
の
調
査
に
よ
れ
ば

一
二

一
の
著
書
、
八
七
三

巻
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
種

の
シ
ナ
学
者
こ
そ
が
、
伊
藤
仁
斎

(
一
六
二
九
年
-

一
七
〇
五
年
)
や
荻
生
租
練

(
一
六
六
六
年

ー

一
七
二
八
年
)
ら
が
儒
学
の
領
域
で
お
こ
し
た
哲
学
運
動
に

参
加
し
た
の
で
あ
る
。
無
著
は
経
典
を
熟
知
し
て
い
た
し
、
ま
た

当
時
日
本
の
民
衆
の
中
で
流
行
し
て
い
た
中
国
の
小
説
を
読
ん
で

お
り
、
先
人
達
に
欠
け
て
い
た
中
国
俗
語
-

唐
代
の
俗
語
を
除

い
た
近
世
の
も
の
ー

に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
。
禅
の
専
門
用
語

に
関
す
る
彼
の
解
説
集
、
『葛
藤
語
箋
』
(
】
七
四
四
年
)
は
珍
ら

し

い
出
版
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る

(
駒
沢
大
学
、

一
九
五
九
年
、
貴

重
な
索
引
を
伴

っ
て
い
る
。

『
シ
ナ
学
文
献
目
録
雑
誌
』
第
五
巻

六
九

一
号
を

参
照
の
こ
と
)
。

宗
派
の
実
体
を
研
究
対
象
と
す
る

も
う
ひ
と
つ
の
著
作
、
『禅
林
象
器
箋
』
(
一
七
四

一
年
)
は

一
九

〇
九
年
以
降
京
都
に
あ

っ
た
が
、
近
年
索
引
を
伴

っ
て
再
版
さ
れ

た

(0

・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ

『
仏
教
研
究
入
門

1
、
専
門
用
語
』

東
京
、

一
九

一
六
年
で

検
討
が
加
え
ら
れ
た
)。

京
都
の
疲
れ
を

知
ら
な
い
学
僧
の
こ
れ
ら
の
著
作
は
唐
代
の
語
録
に
取
り
組
も
う

と
す
る
者
に
と

っ
て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
さ
え
、
字
義

の
解
釈
は
宗
派
内
で
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
宗
派
は

「
文
字
」
を
嫌

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
唐
代
以
降

の
文
献
に
は
臨
済

の
言
説
に
関

し
て
た
く
さ
ん
の

「
評
唱
」

(
こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
第
四
二
段
b
と
そ
の
註
を
見

ら
れ
た
い
)
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
概
し
て
暗
示
的
な
装
飾
に
す
ぎ

な
い
し
、
し
ば
し
ば
関
連

の
あ
る
諸
節
よ
り
も
曖
昧
な
も
の
で
あ

る
。

し
か
し
、

中
国
人
が

詩
人
の
批
評

の
た
め
に
な
し
た
よ
う

に
、

そ
れ
ら
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は

値
打
が

あ
る
だ
ろ

う
。
今
日
の
臨
済
録
の
流
布
本
に
は
、
第
三
部

か
ら
か
な
り
多
く

の
評
唱
が
編
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
同
時
代
の
二
人
の
禅

者
、
濾
山
霊
祐
と
そ
の
弟
子
仰
山
恵
寂

(第
四
二
段
C
)
ら
が
の

べ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
臨
済
の
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
間
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接
的

で
時
と
し
て
得
体

の
知
れ
な
い
光
を
投
げ
掛
け
て
い
る
に
す

ぎ
な

い
。

悲
し

い
か
な
1

臨
済
そ
の
も
の
は
わ
た
く
し
に
と

っ
て
謎
に

満
ち
た
ま
ま
で
あ
る
。
註
に
お
け
る
場
当
り
的
な
説
明
は
、
誤
用

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
す
べ
て
括
弧

つ
き
で
受
け
と
ら
る

べ
き

で
あ
る

(
テ
キ
ス
ト
の
理
解
を
心
ひ
そ
か
に
期
待
さ
れ
る
読

者
は
註
を
飛
ば
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
)。

臨
済
の
説
法
は

本
質
的

に
仏
教
の
お
し
え

(
こ
れ
は

風
ρ
P

o⇒
。。息
αq
口
oヨ
o巨
w

サ
ン
ス

ク
リ

ッ
ト
語
で

息
。。9
昌
9
と
呼
ば
れ
る
)
の
熱
烈
な
再
解
釈
で
あ

り
、
彼
は
教
え
を
自
己
流
ー

常
に
巧
み
で
あ
る
わ
け
で
は
な

い

が
ー

に
解
釈
し
、
そ
れ
を
戯
画
化
す
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
変
革
の

意
志
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
禅
と
は
、
変
革
の
運
動
、
理
論
に

対
し
て
実
践

へ
立
返
る
運
動
、
理
性
的
な
も
の
の
極
に
ま
で
高
め

ら
れ
た
反
知
識
主
義

の
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
僧
院
は

つ
い
に

は
精
神
病
院
と
化
し
た
の
で
あ
る

(狂
気
は
常
に
中
国
の
賢
人
の

伝
統

で
あ

っ
た
)。

わ
た
く
し
は
、
臨
済
の
思
想
す
べ
て
の
背
後

に
あ
る
、

も

っ
と
も
彼
は
そ
れ
を
想
定
し
、

意
識
し
て
い
る
の

で
あ

る
が
、
聴
衆
に
は
分
り
き

っ
た
伝
統
的
な
教
説

の
い
く
つ
か

を
、
西
欧
の
読
者
が
取
り
逃
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
註
で
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
わ
た
く
し
は
彼

の
定
例

説
法
を
色
ど
る
引
用
や
経
験
談
を
指
し
示
し
、
註
に
お
い
て
そ
れ

を
イ
タ
リ

ッ
ク
で
印
刷
さ
せ
、

出
典
を
明
記
し
た
。

臨
済
は
、

禅

に

加
担

す

る

ま

で

、
経

典

仏

教

、
す

な

わ
ち

イ

ン
ド
的

伝

統

が

注

ぎ

込

ま

れ

た

サ

ソ

ス

ク
リ

ッ
ト
語

か
ら

翻

訳

さ

れ

た

テ

キ

ス

ト

で
仏

教

を
研

究

し

て

い
た

(
第

二
〇

段

a
)
。

彼

は

、

禅

が

論

争

を

い
ど

み

、
中

国
語

の
注
釈

を
介

し

て

か

か

わ

っ
た

と

こ

ろ

の
偉

大

な

玄
　

学
派

の
、
唯

識

学
派

の
経

論

を
知

っ
て

い
た
様

で
あ

る

(
第

二
七

段

の
註

を
見

よ

)
。

中

国
語

で

書

か
れ

た
経

典

の

テ
キ

ス

ト

(
す

で
に
変

形

さ

え

し

て

い
た

が

)

は
大

乗

の
傑

作

で

あ

り

、

臨

済

は

そ

れ

ら

を

否

認

し

な

い

で
、

そ

こ

か
ら

着

想

を

得

て

い

る

。
す

な

わ

ち

そ

れ

ら

は

、

頻

度

の
高

い
順
序

に
従

え

ば

、

『
入

樗

伽

経

』
(
H
、9
口
犀
飾
く
9
什働
『
9
1Qo昏
什
『9
)
、

『
法
華

経

』

(
ω
巴

飢
げ
碧

8
p

℃
鐸
昌
量

臥
犀
9
-。。
潔
奪

)
、

『
維

摩

経

』

(
<
凶目
巴
鋳

ゆ
三

-ほ
a

①
$

)
、

『
般
若

波

羅
密

』

(
中

a
慰

℃
飾
轟

巨

鼠

)
、

『
華

厳

経

』

(
》
<
讐
9
ヨ

。。欝

9
)

や

、

中

国

語

で

書

か

れ

た

偽

経

、

『
大

乗

起

信

論

』

(
ζ

9
9

冠

昌
帥
ゐ
鎚
鎚
α
ず
0
6
餅
島
9
ゐ
笛
。。g
p

六
世

紀

)
、

『
首

樗

厳

経

』

O
飾
『
9
白
σq
9
ヨ
㌣
。。
搾
鎚

八

世

紀

初

頭

)

で
あ

る

。

臨

済

は

偶

や

頬

、

禅

の
先

達

や

い
わ

ゆ

る

「
古

徳

」

達

の
折

々

の

口
述

を

好

ん

で
用

い

て

い

る
。

同

じ

よ

う

な

参

照

や

引

用

は

同

時

代

の
他

の
禅

者

達

の
も

と

で
も

多

く

見

ら

れ

る
が

、

当

時

流

布

し

て

い

た
説

話

の

一
部

分

を

な

し

て

い
た

に
ち

が

い
な

い
。

ま

た

臨

済

の
考

え

や

表

現

は

、

他

の
禅

者

達

、

と
く

に
師

で
あ

っ
た
黄

奨

(
八

五

〇

年

頃

に

没

す

)
や
黄

蘂

も

か

か

わ

り

の
あ

っ
た
洪

州

宗

の
創

始

者

、
祖

師

馬

祖

ら

と

多

く

の
共

通

点

を

持

っ
て

い
る

。
わ

た
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く
し
は
臨
済
の
独
創
性
を
切
開
す
る
目
的
で
、
註
の
中
に
借
用
物

と
比
較
点
を
書
き
出
し
て
お
い
た
。
こ
う
し
た
訳
で
、
註
釈
は
読

者
を
尻
込
み
さ
せ
る
ほ
ど
の
量
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
重
要
な
資

料
を
訳
中
に
合
体
し
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
慣
れ
あ
う
こ
と
で
訳

文
を

よ
り
明
確
に
よ
り
読
み
易
く
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ

っ
た
が
、

む
し
ろ
わ
た
く
し
は
解
釈
上
し
ば
し
ば
問
題
性
を
は
ら
む
テ
キ
ス

ト
の
意
を
曲
げ
な

い
た
め
に
字
義
に
忠
実
で
あ
る
方
を
選
ん
だ
。

臨
済

の
独
創
性
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
儒
者
的
と
言

い
う

る
ほ
ど
の
、
典
型
的
な
中
国
的
人
間
中
心
主
義
に
あ
る
よ
う
に
思

え
る
。
彼
は
す
べ
て
人
間
に
立
返
る
。
道
教
か
ら
借
り
て
き
た
用

語
、

「
真
人
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
以
外
は
彼
に
と

っ
て
ど
う
で
も

よ
い
こ
と
で
あ
る

(第
三
段
)。

か
か
る
も

の
が
、

わ
た
く
し
を

最
も

ひ
き
つ
け
る
臨
済

の
思
想

の

一
面
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
こ

の
人
間
中
心
主
義
に
普
遍
的
な
響
き
を
見
出
す
。
た
く
さ
ん
の
言

語
規
則
を
無
視
し
た
表
現
や
言
葉

の
遊
戯
や
場
違
の
評
言
や
時
と

し
て
腹
立
た
し
い
逆
説
か
ら
、
人
問
中
心
主
義
が
全
く

「単
純
で

直
接
的
」
と
判
断
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
彼
は
そ
う
は
望
ん
で
い

な
か

っ
た
と
わ
た
く
し
は
考
え
る

(
第
六
六
段

a
)
。
臨
済
は
中

国
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
が
理
屈
屋
で
は
な
い

…

否
、
同
宗

者
と
の

み
つ
き
あ

い
、

論
争
す
る
仏
教
徒
、

よ
き
宗
教
者
で
あ

る
。
彼
の
思
想
は
イ
ン
ド
的
大
乗
の
思
想

(
「空
」
、
絶
対
と
相
対

の
弁
証
法
、
精
神
の
優
位
性
)
と
道
教
哲
学
と
の
数
世
紀
問
に
わ

た

る
相

互

浸

透

の
結

果

と

し

て

生

れ

た

。

そ

れ

は

お

そ
ら

く

仏

教

的

で
あ

る
以

上

に
中

国

的

な

も

の
で

あ

ろ

う

。
ω

モ

ン

・
ラ

・
ヴ

ィ
ル

に
て

、

一
九

七

一
年

六
月

付
記
ω

本
書
の
校
正
刷
の
段
階
で
柳
田
聖
山
教
授
よ
り

『臨
済
録
口

語
訳

の
試

み
』
(
「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
三
号
、
一
二

一
ペ
ー
ジ
!

一
八
八
ペ
ー
ジ
、

一
九
七

一
年
末
、
京
都

、
花
園
大
学
)
を
航
空
便
で

受
け
取

っ
た
。

こ
れ
は
京
都

の
知
恩
院
が
所
蔵

す
る

『天
聖
広
灯
録
』

(
上
述

=

ペ
ー
ジ
)
宋
版

の
校
訂
本
を
か
な
り
独
特
な
話
言
葉

で
逐

語
訳
し
た
も

の
で
あ
る
。
何
ら

の
註
釈
は
な

い
が
、
研
究
資
料

と
臨
済

録

の
版
本
及
び
校
訂

の
歴
史

に
関
す
る
二

つ
の
研
究

が
前
後

に
付
さ
れ

て
い
る
が
、
わ
た
く
し

の
訳

は
す
で
に
印
刷

に
廻

っ
て
い
た

の
で
、
残

念

に
も

こ
の
日
本
人

学
者

の
新
し

い
研
究
成
果
を
参

照
す
る
こ
と
が

で

き
な

か

っ
た
。
団
>
d
い

U
国
ζ
曰

く
同
目
卜
国
堕
国
Z
月
即
国
日
H国
2
Q。
U
団

『
一
Z
-
円
qゆ
押

司
〉
〈
〉
図
炉

一㊤
コ
導
℃
℃
・
㊤ム
o。
●

訳
者
後
記
、
臨
済
録
は
世
界
の
代
表
的
宗
教
書
と
し
て
フ
ァ
イ

ア
ー
ル
社

「
精
神
文
書
」
双
書
の

一
冊
に
加
え
ら
れ
、
コ
レ
ー
ジ

ユ
・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
の
名
誉
教
授
で
あ
る
ポ
ー

ル

・
ド
ミ

エ
ヴ
ィ

ル
博
士
の
手
で
仏
語
完
訳
さ
れ
た
。
こ
こ
に
訳
出
し
た
部
分
は
博

士
自
身
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
序
文
で
あ
る
。
こ
の
完
訳
に
先
立

っ

て
博
士
は

『
ヘ
ル
メ
ス
』
誌

(第
七
巻
、

一
九
七
〇
年
)
で
す
で

に
部
分
的
訳
出
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
訳

『臨

済
録
叙
説

中
国
的
人
間
中
心
主
義
を
目
ざ
し
て
』

(
禅
文
化

研
究
所
紀
要
第
九
号
別
冊
、

一
九
七
七
年
、
二
九
七
ペ
ー
ジ
i

三

二

六

ペ

ー

ジ

)
を

参

照

さ

れ

た

い
。


